
問

西
目
地
内
の
土
砂
災

害
に
お
い
て
、
今
後
の
早

い
復
旧
と
、
非
難
指
示
解

除
に
向
け
た
県
と
市
の
工

程
は
ど
う
か
。

市
長

「
鶴
岡
市
西
目
地

内
の
土
砂
崩
れ
災
害
に
係

る
山
形
県
と
鶴
岡
市
の
合

同
対
策
会
議
」
を
開
催
し
、

県
と
市
の
連
携
に
よ
る
災

害
復
旧
の
全
体
像
を
確
認

し
た
。

国
交
省
か
ら
「
災
害
関

連
緊
急
地
す
べ
り
対
策
事

業
」
の
採
択
を
受
け
、
詳

細
設
計
に
必
要
と
な
る
ボ

ー
リ
ン
グ
調
査
や
、
仮
設

道
路
等
の
対
策
工
事
に
向

け
た
準
備
を
行
っ
て
い

る
。対

策
工
事
は
、
避
難
者

の
帰
宅
に
向
け
、
避
難
者

の
住
宅
が
あ
る
側
の
斜
面

か
ら
実
施
す
る
予
定
だ
。

避
難
解
除
の
時
期
は
、

県
が
進
め
て
い
る
地
す
べ

り
対
策
工
事
の
進
ち
ょ
く

を
踏
ま
え
判
断
す
る
。

市
道
の
復
旧
事
業
は
現

在
、
「
公
共
土
木
施
設
災

害
復
旧
事
業
」
の
採
択
に

必
要
な
測
量
調
査
等
を
実

施
し
、
今
年

月
の
工
事

12

完
了
を
目
指
し
て
い
る
。

問

家
財
や
家
屋
の
撤

去
、
生
活
の
再
建
の
た
め

の
費
用
が
重
く
の
し
か
か

り
、
経
済
的
な
負
担
は
図

り
知
れ
な
い
。

倒
壊
家
屋
等
の
撤
去
へ

の
支
援
は
ど
う
か
。

市
長

被
災
宅
地
や
市
道

に
は
、
約
１
万
８
３
０
０

立
方
メ
ー
ト
ル
の
土
砂
や

が
れ
き
が
あ
る
。

全
壊
し
た
建
物
の
が
れ

き
や
土
砂
等
は
、
市
が
直

接
撤
去
を
実
施
す
る
方
向

で
、関
係
者
と
調
整
中
だ
。

こ
の
撤
去
に
要
す
る
財

源
は
、
が
れ
き
の
処
分
を

環
境
省
の
「
災
害
等
廃
棄

物
処
理
事
業
」
、
土
砂
等

の
処
分
を
国
土
交
通
省
の

「
堆
積
土
砂
排
除
事
業
」

を
活
用
し
、
令
和
５
年
度

内
の
撤
去
完
了
を
目
指

す
。

問

土
砂
災
害
警
戒
区
域

へ
は
、
定
期
的
に
観
察
し

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

こ
れ
ま
で
の
観
察
状
況
と

今
後
の
計
画
は
ど
う
か
。

市
長

観
察
は
、
市
と
消

防
、
県
、
警
察
、
地
域
住

民
と
の
合
同
点
検
を
以
前

か
ら
実
施
し
て
い
る
。

本
市
で
警
戒
区
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
１
０
１
５

箇
所
の
う
ち
、
毎
年
約
１

０
０
箇
所
を
点
検
し
、
過

去

年
間
で
は
重
複
を
除

10
き
、
４
４
７
箇
所
を
点
検

し
て
い
る
。

住
家
の
あ
る
箇
所
に
つ

い
て
は
、
５
年
以
内
を
メ

ド
に
全
箇
所
、
点
検
で
き

る
よ
う
見
直
し
を
図
る
。

問

本
市
の
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

年
12

経
過
し
た
も
の
か
ら
、
最

新
の
も
の
で
も
平
成

年
30

３
月
に
作
成
以
来
、
更
新

は
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
土
砂
災
害
警

戒
区
域
は
示
し
て
い
る
も

の
の
、
特
別
警
戒
区
域
は

示
さ
れ
て
い
な
い
。

今
回
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

更
新
と
、
特
別
警
戒
区
域

の
掲
載
、今
後
の
対
応
は
。

市
長

今
回
の
西
目
の
災

害
を
踏
ま
え
、
来
年
度
に

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
更
新
す
る
こ
と
と

し
、
併
せ
て
Ｗ
ｅ
ｂ
版
を

令
和
５
年
度
中
に
全
市
域

を
更
新
す
る
。

完
成
し
た
マ
ッ
プ
は
、

令
和
６
年
度
の
出
水
期
前

に
、
警
戒
区
域
内
の
全
世

帯
に
配
布
す
る
予
定
だ
。

特
別
警
戒
区
域
内
の
住

民
に
は
、
マ
ッ
プ
作
成
時

の
意
見
交
換
会
や
、
マ
ッ

プ
完
成
後
の
説
明
会
に
お

い
て
、
改
め
て
丁
寧
に
説

明
を
す
る
。

ఽ
۽
ƙ

Ɓ

Ǆ
ও
࣊
Ɲ
Ƌ
ƽ

職
し
て
も
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
子
も
い
る
」
、
「
（

才
で
）
退
所
し

18

た
後
も
相
談
・
支
援
。
進
学
・
就
職
先

に
で
き
る
限
り
訪
問
し
て
い
る
が
、
関

東
で
も
関
西
で
も
交
通
費
は
施
設
の
負

担
に
な
る
」
等
々
、
施
設
を
離
れ
て
苦

労
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
親
身
に
心

配
し
、
暖
か
い
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い

る
姿
に
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。

福
祉
労
働
者
が
安
心
し
て
働
き
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
人
間
ら

し
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
最

優
先
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
努
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

（
県
議

関

徹
）

３
月
６
日
、

県
福
祉
保
育
労

働
組
合
の
県
へ

の
要
請
行
動
に

同
席
・
協
力
し

ま
し
た
。

要
請
内
容
は
、
保
育
所
で
の
ア
レ
ル

ギ
ー
食
等
給
食
の
充
実
、
老
人
福
祉
施

設
で
の
研
修
の
改
善
、
生
活
福
祉
資
金

貸
付
の
相
談
体
制
の
充
実
等
々
、
様
々

な
分
野
の
福
祉
事
業
の
充
実
を
求
め
る

も
の
で
、
「
夜
勤
明
け
」
の
人
を
始
め

と
し
た
参
加
者
か
ら
の
現
場
の
状
況
報

告
は
大
変
説
得
力
あ
る
も
の
で
し
た
。

児
童
養
護
施
設
の
職
員
か
ら
は
、「
就

NO.２３３８
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鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例
会
が
２
月

日
に
開
会
さ
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れ
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
坂
本
昌
栄
議
員
が
、
①

西
目
地
内
の
土
砂
災
害
、
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
、
③
農
林
漁
業
、
④
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
、

総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

問

国
は
５
月
８
日
か
ら

感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け

を
「
５
類
感
染
症
」
に
引

き
下
げ
る
と
し
て
い
る
。

本
市
と
し
て
今
後
、
コ

ロ
ナ
感
染
対
策
と
社
会
経

済
活
動
の
両
輪
を
、
ど
の

よ
う
な
方
針
で
進
め
て
い

く
の
か
。

市
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
５
類
感
染

症
へ
の
移
行
に
よ
り
、
陽

性
者
や
濃
厚
接
触
者
に
課

さ
れ
て
い
た
行
動
制
限
な

ど
が
無
く
な
る
こ
と
か

倒
壊
家
屋
等
の
撤
去
へ
支
援
は

コ
ロ
ナ
５
類
引
き
下
げ
で
市
の
対
策
は

ら
、
社
会
経
済
活
動
が
活

発
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
。

一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
を
助
言
す

る
厚
生
労
働
省
の
専
門
家

組
織
（
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

ボ
ー
ド
）
か
ら
は
、
感
染

が
拡
大
す
る
リ
ス
ク
が
高

ま
る
こ
と
を
懸
念
す
る
意

見
も
あ
る
。

国
の
大
き
な
方
針
転
換

を
受
け
、
引
き
続
き
感
染

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

（
２
面
に
つ
づ
く
）



問

農
業
者
か
ら
「
肥
料

の
高
騰
に
加
え
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
等
の
資
材
高
騰

等
、
値
上
が
り
ラ
ッ
シ
ュ

で
経
営
計
画
が
立
て
に
く

い
」、

漁
業
者
か
ら
「
燃
料
の

高
騰
に
よ
り
、
船
を
出
し

て
も
、
近
年
の
漁
獲
高
が

激
減
し
、
採
算
が
合
わ
な

い
」
と
の
状
況
を
聞
い
て

い
る
。

農
業
者
や
漁
業
者
が
離

農
・
離
職
の
危
機
に
直
面

す
る
と
聞
く
が
、
今
後
の

支
援
策
は
。

市
長

今
年
度
は
、
農
業

用
施
設
の
電
気
代
や
燃
料

代
、
肥
料
等
の
高
騰
対
策

を
し
た
。

国
や
県
の
施
策
を
踏
ま

え
つ
つ
、
必
要
な
措
置
を

検
討
す
る
。

来
年
度
は
、
県
と
市
で

園
芸
施
設
整
備
へ
の
支
援

や
、
新
規
農
業
者
の
就
労

開
始
に
農
業
用
機
械
・
施

設
の
導
入
経
費
を
支
援
す

る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
補

助
金
の
拡
充
を
予
定
し
て

い
る
。

収
入
保
険
の
新
規
加
入

に
対
す
る
補
助
金
も
一
定

の
効
果
が
あ
り
、
加
入
率

が
４
分
の
１
を
超
え
、
今

後
も
加
入
促
進
に
努
め

る
。漁

業
は
、
本
市
水
揚
げ

の
半
分
を
占
め
る
底
曳
き

網
漁
業
で
は
、
燃
油
消
費

量
の
削
減
の
た
め
、
近
場

で
の
操
業
や
、
網
を
曳
く

回
数
を
減
ら
す
対
応
を
し

て
お
り
、
大
変
厳
し
い
経

営
状
況
で
あ
る
。

国
と
県
に
対
し
て
支
援

事
業
の
継
続
や
、
現
場
の

声
を
踏
ま
え
、
支
援
の
検

討
を
す
る
。

問

畜
産
農
家
か
ら
「
配

合
飼
料
に
加
え
、
粗
飼
料

も
値
上
が
り
し
て
い
る
。

今
ま
で
は
１
年
耐
え
る

と
先
が
見
え
て
き
た
が
、

昨
年
と
今
年
の
場
合
は
先

が
見
え
ず
、
経
営
計
画
が

立
て
ら
れ
ず
、
銀
行
の
融

資
も
受
け
づ
ら
い
。

ま
た
、
受
け
て
も
返
済

の
目
途
も
立
た
な
い
。

子
牛
の
買
え
控
え
も
あ

り
、
子
牛
価
格
も
下
が
る

中
で
、
今
後
子
牛
を
育
て

る
業
者
が
減
少
し
、
数
年

後
に
は
子
牛
不
足
と
な

り
、
畜
産
業
者
も
減
っ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

自
給
率
の
維
持
等
を
踏

ま
え
、
長
期
的
展
望
が
必

要
だ
。

物
価
高
騰
対
策
と
し
て

行
っ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の

県
・
市
の
補
助
金
を
、
継

続
的
に
行
っ
て
欲
し
い
」

と
の
切
実
な
訴
え
が
あ
が

っ
て
い
る
。

酪
農
家
や
畜
産
農
家
の

現
状
と
課
題
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。
今

後
の
支
援
策
は
ど
う
か
。

市
長

飼
料
価
格
は
高
止

ま
り
の
状
況
で
あ
る
。

月
に
は
養
鶏
場
で
高

12
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
発
生
し
、
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
い
。

令
和
４
年
度
は
飼
料
価

格
高
騰
分
の
一
部
に
２
回

補
助
を
し
、
今
議
会
で
も

補
正
予
算
を
再
度
行
う
。

現
状
把
握
に
努
め
、
国

や
県
の
動
向
を
注
視
し
、

支
援
策
を
検
討
す
る
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
3月2日入札分

・宮東土口線道路改良工事(債務負担行為)
（長沼地内）（入札3業者）
(株)ヤマムラ 7,700,000円（7,860,000円）

工期～8/4（落札率97.96％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
3月3日入札分

・市公共下水道事業 汚水Ｋ111号新設工事
（下小中地内）（入札3業者）
（株）石庄建設 5,100,000円（5,210,000）

工期～6/2（落札率97.89％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
3月6日入札分

・十王堂橋径75粍橋梁添架管更新工事（三瀬
地内）
中止

に
対
し
て
は
、
積
極
的
疫

学
調
査
と
検
査
誘
導
、
入

院
等
の
調
整
や
患
者
移
送

対
応
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
業
務
を
担
っ
て
い
る
。

保
健
所
は
地
域
の
保
健

衛
生
の
要
で
あ
り
、
感
染

症
の
拡
大
防
止
と
地
域
医

療
を
守
る
た
め
に
、
非
常

（
１
面
の
つ
づ
き
）

県
と
庄
内
保
健
所
、
鶴
岡

地
区
医
師
会
等
と
連
携

し
、
社
会
経
済
活
動
が
円

滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
対
応

す
る
。

問

国
の
発
熱
外
来
補
助

金
等
は
無
く
な
り
、
病
院

維
持
が
困
難
に
な
る
な
ど

の
声
も
出
て
い
る
。

本
市
の
医
療
機
関
で
必

要
と
さ
れ
る
発
熱
外
来

や
、
コ
ロ
ナ
病
棟
の
対
応

と
支
援
方
法
は
ど
う
か
。

市
長

国
で
は
、
診
療
報

酬
上
の
特
例
措
置
や
、
病

床
確
保
料
の
取
り
扱
い
の

段
階
的
見
直
し
に
つ
い
て

は
今
後
、
具
体
的
な
内
容

の
検
討
・
調
整
を
進
め
る

と
し
て
い
る
。

５
類
移
行
後
の
患
者
へ

の
対
応
と
医
療
提
供
体
制

に
つ
い
て
は
、
３
月
上
旬

を
目
途
に
具
体
的
な
方
針

を
示
す
と
し
て
い
る
。

今
後
、
国
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
市
と
し
て

対
応
を
検
討
す
る
。

問

「
５
類
感
染
症
」
に

引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
感
染
者
の
把
握
や

感
染
後
の
対
応
等
、
県
の

保
健
所
機
能
が
低
下
す
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

本
市
の
対
応
は
ど
う
か
。

市
長

保
健
所
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
重
要
な
機
関
で
あ
る
。

５
類
移
行
後
の
庄
内
地

域
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

庄
内
保
健
所
が
中
心
と
な

っ
て
、
病
院
と
医
師
会
、

市
町
等
が
連
携
し
て
協
議

す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の

連
携
の
中
で
必
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
く
。

農
業
・
漁
業
は
廃
業
危
機

支
援
策
は

問

本
市
は
物
価
高
騰
対

策
で
、
介
護
施
設
や
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

へ
の
支
援
策
は
示
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。

山
形
市
や
酒
田
市
、
天

童
市
で
は
、
介
護
・
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
安
定

的
な
提
供
体
制
の
維
持
を

図
る
た
め
、
補
助
金
や
支

援
金
を
創
設
し
て
い
る
。

市
内
の
施
設
関
係
者
か

ら
の
要
望
は
無
か
っ
た
の

か
。今

後
検
討
が
必
要
と
思

う
が
見
解
は
ど
う
か
。

福
祉
事
業
所
へ
の
物
価
高
騰
対
策
は

市
長

物
価
高
騰
や
コ
ロ

ナ
対
応
に
よ
り
厳
し
い
経

営
状
況
に
あ
り
、
県
の
物

価
高
騰
対
策
支
援
金
が
各

事
業
所
で
実
施
さ
れ
、
活

用
で
き
た
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

は
、
公
定
価
格
で
運
営
さ

れ
て
い
る
た
め
、
利
用
者

に
負
担
を
転
換
す
る
こ
と

が
難
し
い
。

聞
き
取
り
調
査
を
行

い
、
国
や
県
の
物
価
高
騰

対
策
の
動
向
を
見
な
が
ら

必
要
な
対
応
を
す
る
。


